
二分割センサーアンプは、原子間力顕微鏡のカンチレバーから反射される光信号を受信し、
カンチレバーの振動に伴う光ビームの変位を電気信号に変換後、必要なアナログ演算を
実施し、ピエゾスキャナ駆動コントロール信号生成に必要な信号を出力するための装置です。
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原子間力顕微鏡用製品のご紹介

AFM （Atomic Force Microscope） : 原子間力顕微鏡

上：PDA（光信号受信）モジュールのMPR-1

下：SCD（光信号アナログ演算）ユニットの
        MSC-1

PDAモジュールのMPR-1

SCDユニットのMSC-1

納入実績：金沢大学、他
http://www.s.kanazawa-u.ac.jp/phys/biophys/index.htm
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AFM用二分割センサーアンプ



AFM （Atomic Force Microscope） : 原子間力顕微鏡
AFM用二分割センサーアンプ

■概要
二分割センサーアンプは、原子間力顕微鏡のカン
チレバーから反射される光信号を受信し、カンチレ
バーの振動に伴う光ビームの変位を電気信号に変
換し、必要なアナログ演算を実施し、ピエゾスキャ
ナ駆動コントロール信号生成に必要な信号を出力
するための装置です。
■構成
この二分割センサーアンプはふたつのユニットか
ら構成されています。
・PDA（光信号受信）モジュール
・SCD（光信号アナログ演算）演算ユニット

MPR-1
MSC-1

■ブロックダイヤグラム
　（MPR-1及びMSC-1を含む）

■光信号アナログ演算ユニットMSC-1
MPR-1からの電圧信号を用いて、和、差、商のア
ナログ演算を行い、帯域20MHzの4次ベッセルロ
ーパスフィルタを通してから、それぞれの電圧信
号を出力します。

Sum
Subtract

GAIN MAGNIFICATION

Quotient

和出力（Sum）、差出力（Subtract）、 
商出力（Quotient）、  各電圧ゲインを
可変する機能

PD-A OUT[V]
PD-B OUT[V]

Sum OUT[V]
Subtract OUT[V]

Quotient OUT[V]

5個の各出力電圧を表示する機能
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■光信号受信モジュールMPR-1
カンチレバーからの光信号
を内部の二分割フォトディテ
クタで電流信号に変換し、さ
らにI-Vアンプで電圧信号に
変換してから、MSC-1に対し
て送出します。
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